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  環びわ湖大学・地域コンソーシアム 

 

 

大学地域連携課題解決支援事業 2016 

募 集 案 内 

 

 

❏地域課題活動提案の募集 

対象自治体 
大津市、彦根市、長浜市、草津市、甲賀市、東近江市 

 

 

❏募集期間 

2016年 6月 1日（水）～2016年 6月 13日（月）16時必着 

 

❏支援（助成）期間 

2016年 6月下旬（支援決定後）～2017年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

＜問合せ先・応募先＞ 

一般社団法人環びわ湖大学・地域コンソーシアム 

 

〒520-0056 大津市末広町 1-1 日本生命大津ビル４階 

E-mail：info@kanbiwa.jp 

TEL：077-526-8850  FAX：077-526-8851 
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❏大学地域連携課題解決支援事業について 

滋賀県内に立地する大学の持つ多様な資源や力の地域への還元を促進するとともに、県

内１３大学に通学する３万８千人の学生が、地域課題の解決に貢献すること、および、そ

の取り組みを通して、滋賀の人々、生活文化、風景、産品などの滋賀の魅力に出会い、交

流を深めることにより、滋賀の各地域に想いを持つ若者世代を増やすことを目指し、平成

24 年度から活動支援を行っています。 

加えて、本年度は、地方創生にふさわしい地域住民の主体の地域課題解決への貢献、Ｕ・

Ｉターンを含めた地域人材育成・若者地域定着の期待に応える大学のゼミ活動を支援する

などについても活動提案を募集します。 

 

●活動提案 

コンソーシアムに加盟する自治体（大津市、彦根市、長浜市、草津市、甲賀市、東近

江市）エリアにおいて、それぞれの自治体から提案のあった地域の課題・テーマ（４ペー

ジ・別表１）について、課題解決に向けて、地域住民と地域課題解決等に取り組むゼミ活

動（教育研究、地域活動等の取り組み）。（別表１以外の課題・テーマについても、大学と

地域の調整が整い、実行性の高い取り組みの場合、応募できます）の提案を支援します。 

また、取組期間は標準２年間とし、成果の論文等の公表と成果（経過）報告会に毎年参

加し、報告を行うものとする。 

併せて、正課授業への助成、他の助成との重複などの適否を明確化することで、地域課

題の適切な発掘・把握と大学シーズとの適切なマッチングの研究を推進する。 

 〔支援限度額、件数〕：２０万円を限度に９件程度 

 〔 対 象 経 費 〕：消耗品費、旅費、印刷費、通信運搬費、役務費など 

 〔成果（経過）報告〕：会場費等は別途予算化している。 

 

❏応募対象者 

提案者は活動の中核となる者とし、予算の執行、管理を責任持って行えることが必須で

す。また、この活動提案は、大学関係者（教職員、学生）、地域関係者、どちらでも応募で

きますが、地域関係で提案者が市以外の場合は、各自治体の環びわ湖大学・地域コンソー

シアム窓口担当者を通して応募して下さい。 

 

❏支援事業の選定方法 

 活動提案の審査は、応募提案の中から環びわ湖大学・地域コンソーシアムの大学地域連

携事業委員会において選定します。 

 〔審査の評価基準〕 

１．必然性（背景・目的の明確さ、目標設定のユニークさ等） 

２．計画性や具体性（内容、手法（２年間で効果が望めるか等）、スケジュール等） 
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３．地域性（地域の特性や独自性が活かされた取り組み、地域との協働等） 

４．適切性（予算、実施体制等） 

５．発展性（地域や大学教育等の活性化へ効果、期待、継続性等） 

 ※以上の他、活動テーマや地域、取り組み大学のバランス等を考慮して選定します。 

 

❏申請の方法 

次により必要書類を電子メールで提出してください。 

【提出期限】平成２８年６月１3 日（月）16 時必着 

【提出書類】別紙様式１「活動提案書」 ※必要に応じて参考資料を添付可 

【提 出 先】一般社団法人 環びわ湖大学・地域コンソーシアム 事務局 

  ※活動提案者が地域関係者など各自治体以外の場合は、各自治体を通して提出してく

ださい。 

  ※提出書類のデータ容量が１MB を超える場合は、電子メールではなく、郵送か持参に

より提出してください。 

 

❏採択後スケジュール 

 201６年 6 月下旬 採否のお知らせ 

 201６年 6 月下旬 支援開始、助成金の前払い手続き 

 201６年 12 月   「大学地域交流フェスタ」にて成果（経過）報告会に参加・報告 

           ※優れた活動内容や成果報告は、表彰を行い、次年度は活動予算

を増額する等、評価を行います。 

 201７年２月   事業報告書、収支報告書の提出 

 

❏留意事項 

その他、当事業の実施に関する詳細については、別途コンソーシアムにおいて定めます。 
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＜別表１＞コンソーシアム加盟自治体から提案のあった地域課題・テーマ一覧 

 

自治体名 課題・テーマ 担当・連絡先 

大津市 ●滋賀医科大学キャンパス内で実施するリレー・フォ

ー・ジャパン 2016 

 28 年度：「大津市がん対策推進条例」施行の広報、

後援協力、広報活動等 

 29 年度：大津市がん対策推進条例の円滑な運用実

施 

担当：保健所健康推進課 酒井 

連絡先：077-528-2748 

彦根市 ●学生と市民が主体で取り組むナガエツルノゲイト

ウ等の駆除大作戦 

 28 年度：外来水生植物駆除作業・生息調査・啓発

活動の研究 

 29 年度：外来水生植物駆除作業・継続ボランティ

ア活動体制の構   築・周知啓発活動の実践 

担当：彦根市生活環境課 山本 

連絡先：0749-30-6116 

草津市 ●「市内に残る歴史的建造物を保護・活用するための

調査事業」 

 28 年度：現地調査（三大神社本殿・若宮実測調査・

聞き取り調査） 

 29 年度:現地調査の補足調査、文献調査・学術調査・

学術発表 

担当：文化財保護課長 藤居 

連絡先：077-561-2429 

● 草津野菜の地産地消サポート、農業生産者および

消費者の高齢化対策、生産者と消費者がつながる環境

づくり 

 28 年度：農業者のヒアリング調査等の実施、生産

等の課題抽出、農業者宅にホームステイ、農作業のサ

ポート等。ＪＡ農業まつり他、イベント等に学生の生

産野菜等の販売実践。 

 29 年度：野菜販売の販路拡大。地域と共同しなが

ら課題の克服方途を考案 

担当：農林水産課 湯浅 

連絡先：077-561-2347 

●滋賀医科大学キャンパス内で実施するリレー・フォ

ー・ジャパン 2016 

 28 年度：がん検診受診率の向上啓発・広報支援の

連携 

 29 年度：低いがん検診率の向上・改善 

担当：健康増進課 森田 

連絡先：077-561-2323 
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東近江市 ●待機児童から見える家庭生活の地域特性に関する

研究 

 28 年度：合併前地域別待機児童の分析、地域特性

の明確化、本市の保護者就労動向と就園状況の分析 

 29 年度：地域特性を活かした施策の検討 

担当：幼児課 

TEL：0748-24-5647 

●ゆるキャラを活かした児童虐待防止の啓発活動に

関する研究 

 28 年度：みらいちゃんを活用した防止動画の作成 

 29 年度：動画での啓発活動とその効果の検証 

担当：こども相談支援課 

TEL：0748-24-5663 

●歴史文化遺産の適切な保存活用を図っていく歴史

文化基本構想策定にあわせた歴史文化遺産のＰＲ事

業 

 28 年度：歴史文化基本構想の策定の流れにより、

市内の特徴的な文化財や食・民俗の把握と国・内外の

動向調査 

 29 年度：調査した特徴を線で結び、魅力的なスト

ーリーの作成 

担当：歴史文化振興課 

TEL：0748-24-5677 

●儲かる農業への挑戦事業 

 28 年度：愛東地区の農業の現状を把握するために、

農家への意識調査、消費者の動向の調査、結果の分析 

 29 年度：愛東地区の農業の方向性の検討 

担当：愛東支所 

TEL：0749-46-2261 

甲賀市 ■「あいの土山 道の駅」再誕計画 

 28 年度：東海道土山宿の拠点として、「寄りたくな

る」だけでなく「行きたくなる」道の駅への転換 

 29 年度：観光だけでなく、地域の駅として利活用 

担当：政策推進課：総合政策部 

政策推進課 折田 

連絡先：0748-65-0670 

 


